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■■  ははじじめめにに 

嵐のごとく現れ、私たちから日常を奪っていった新型

コロナウイルスを何とかして抑え込みたい、その思いから

この研究が始まった。これまでに行われてきた、県外を

またいでの移動を抑制する政策や、県内での感染リスク

を抑える政策が、コロナウイルスの感染者数にどれほど

の影響を与えてきたのかを、“SEIR モデル”という数理モ

デルを使って考察していくことを目的とする。 

 

■■  活活動動内内容容 

１．流入者の規制の効果についての実験 

 2019 年度の県外からの流入者数を規制率 0％のデー

タと推定して、2020－2021 年の期間におけるモデルを

作成した。流入者数の割合を減少させる、即ち規制を厳

しくすることで、新規感染者数がどれほど減少するかを

シミュレーションした。結果として、規制の強さに伴って

新規感染者数は減少の傾向を示したが、規制率を

100％にしても、規制緩和の目安となるボーダーを下回

ることはできないということが分かった。 

【図 1】 

２．県民への規制についての実験 

県外への規制の実験に続き、県民への規制について

のシミュレーションを行った。具体的には、外出自粛要

請やソーシャルディスタンスの徹底の呼びかけをしたと

想定したモデルを作成した。この実験の結果、感染のピ

ーク時において、新規感染者数をボーダーライン以下

に抑えることができた。県内の感染リスクを減少させるこ

とによる影響は、流入者数を減少させた際よりもはるか

に大きいと分かったが、一方で、政策を維持するにはコ

ストが大きく大変であろうことも考えられる。 

【図 2】                          

３．ワクチンの影響についての考察 

2021 年の特に夏季になってから、急速にワクチン接

種が広まっていった。その期間においての新規感染者

数の実測値と、ワクチンの影響を考慮しないモデルの推

測地とを比較することで、大まかなワクチンの影響を考え

ることができるのではないかと考えた。グラフから見られ

る通り、少なくとも感染リスクを半分ほどには抑えられる

だろうと分かった。                   【図 3】 
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